

















































IGF-1の定量範囲は0.5---50ng/mlで、あった。 2種のヒト血清で、 IGF-1添加各4濃度、 3回繰返しに
よる平均添加回収試験結果は89.8---98.6%であった。ヒト血清から酸ーエタノール抽出した検液は5倍希釈
時でも直線性が認められた。 3種のヒト血清を用いたn=10での繰り返し測定精度はcvで0.99---2.68%で
あった。全自動ELISAシステムでの検体当りの全所要時間は約15分であった。本法による測定結果はRIA
法の結果と高い相関性Cr =0.9883)を認めたCn=99)。以上よりIGF-Iに特異的な全自動測定システムを
確立した。
本測定システムの開発により、インスリン抵抗性糖尿病、骨粗懸症、胸腺萎縮症、胎児成長、糸球体浦、
過と腎臓血流の改善、創傷治癒、皮膚修復、心筋障害、骨端軟骨細胞と関節軟骨細胞の有糸分裂性細胞機
能および分化細胞機能の血清診断など臨床上の活用が期待できる O よって本論文の著者は博士(医学)の
学位を授与されるに値するものと判断された。
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